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CNKSR2; CNK2; KIAA0902; KSR2; Connector enhancer of kinase suppressor of ras 2;
Connector enhancer of KSR 2; CNK homolog protein 2; CNK2
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Rasの下流にあるミトゲン活性化プロテインキナーゼ経路を媒介する足場タンパク質として機能するマルチドメインタンパク質をコードしています。この遺伝子産物はビタミンDによって誘導され、特定の癌細胞においてアポトーシスを阻害します。また、シナプス後膜におけるシナプスタンパク質の三元複合体の組み立て、およびシグナル伝達と膜/細胞骨格リモデリングの連携にも関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2009年12月],機能:Rasシグナル伝達経路のアダプタータンパク質または調節因子として機能する可能性があります。,PTM:チロシンがリン酸化されています。,類似性:CNKSRファミリーに属します。,類似性:1つのCRICドメインを含みます。,類似性:1つのDUF1170ドメインを含みます。,類似性:1つのPDZ（DHR）ドメインを含みます。,類似性:1つのPHドメインを含みます。,類似性:1つのSAM（sterile alpha motif）ドメインを含みます。,サブユニット:RAF1、RAB2​​L、およびRAL GTPaseタンパク質と相互作用します。,
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	CNKR2抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したCNK2ポリクローナル抗体を用いた293T細胞のウェスタンブロット解析

